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治
タイプライタ
未成年後見人の
財産目録調整期間
の伸長
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申立人の戸籍謄本　１通、相手方の戸籍謄本　　通
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治
タイプライタ
申立人が被後見人の財産目録を調整する期間と平成＊＊年＊＊月＊＊日まで
伸長するとの審判を求める。

治
タイプライタ
１　申立人は、被後見人の後見人です。
２　申立人は勤めている会社の都合で、平成＊＊年＊＊月＊＊日から２ヶ月
の期間アメリカに出張することになりました。
３　平成＊＊年＊＊月＊＊日までに被後見人の財産調査を終わってその目録
を調整しなければならないものの、上記理由で法定期間内に財産目録を調整
することは困難です。
４　申立の趣旨記載の審判を求めます。




